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~鉱水域産吸轟類は入鱒並に有用動物の病原事的重要性に於て，淡水産のそれと撰ぶとと
ろなく， との黙，純然？とる海産の種類が病原接的l亡殆ど意義を有しないのと到底較的である。然
るに本邦に於ける此の方面の研究ば誠に箆々たるもので，従来の業績の見るぺきものは僅かに
五指を屈する程度を出ない。依って筆者は今次大戦前よれ此の方面の研究i亡従事し，今日まで
に 17種のセルカリアと， 14種のメタセルカリヲを検索し得，其の形態並に季節的消長を明か
にすると共に，後育貨店食により 6種の吸品の成徳を得るととが出来た。以上の中，今回は甲殻
類を中間宿主とする 3種の吸識の登竜史並にその後育各期の形態生態を述べ，之等坂越の分類
率上の位置について論述しようと思う。

I 
d’v 

:n~αritremα （ :JI«似t1・ema) mαerαvestibult1,m OGATA, 1D202）の後育史

1 ・中間宿主

本種の被嚢幼惑を後見した中間柄主は千葉鯨浦安海岸産のヒメハマトピムシ Orch倒的
platen白sKROYERである。該甲殻類は各地の海岸汀線附近に儲産し，浦安附涯の海岸にも絡
しく産するが，本種の被喪幼識の自然感染の見られるのは，ほんの 1小区域l亡限られてゐる。
邸ち浦安町を貫流する浦安川が東京潟に注ぐ所，！！Pち川口のすぐ左側の官埋立地の堤防の決漬

1) .本研究は風土病研究特別委員舎の援助による研究の一部で，部分的に之を臼本動物事曾倒曾及び日
本寄生虫串合総合に於て褒表し，又一部は住物総覧誌上に掲載した。

2) 生物細崎 I(1). l922c 
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。て， 2～3個のものは

比較的少く， 1宿主から

6個の被嚢を得たのを

特例とする程度である。

之に封して 10月に於け

る1例を示せば，同時に

採集した 269頭の宿主 ．

中の 136頭に寄生を見，

被嚢線、数 1,015個を得

平。 gpち寄生率は 50%

で 1宿主平均 7.5個を

宿して居た。

次に同じく 10月に於ける他の 1例につき宿主の大さと寄生率との関係を見るにさた表の如く

である。即ち検索総数 120頭中の 56頭に寄生を見，寄生率は 46.67%で，得たる被葬綿、数

ー は 312個， 1宿主平均 5.57個となるo

第 1表宿主の大さと寄生率

宿主韓長 ｜検索敷｜陽性者｜官分比｜ 被義教
1 稿 主
平 均

2～3mm 6 。 。ラ6 。 。
3-4 19 6 31.6 16 2.7 

4～5 30 17 56.7 91 5.4 

5～6 30 17 56.7 119 7.0 

6～7 24 8 33.3 4:8 6.0 、
7～8 10 7 70.0 24 3.4 

8～9 1 1 100 14 14.0 

合計 120 56 46.7 312 5.6 
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宿主の，大さは鰹長 2～9mmで， 3～7mmのものが大部分を占め，寄生頻度は 4～6mmQ) 

信主に最も高く，寄生強度は 4～7mmの宿主に於て高く， 5～6mmの宿主に於て最高を示し
ているO 更に各宿主に於ける寄生部位を見るに次表の如くであるo

即ち検索総数120頭中の 56頭に寄生を見，寄生率は 46.7%で， 1宿主平均被嚢数は 5.6
｛同となるO 宿主の大さは館長 2～9mmで， 3～7mmのものが大部分を占め，寄生頻度は 4～
5mmの宿主に最も高く，寄生強度は 4～7mmの宿主に於て比較的高く，就中 5～6mmCD 
宿主に於て最高を示してゐるo

更に各宿主に於ける寄生部位〈牒節〕と各節に於ける寄生率を見るに，次表の如くである。

第2表宿主の大さと寄生部位並に寄生率

樫，節 各睦節に於ける被嘉敷

i[1[m/rvlv['![w［珊｜置［x [ xi[xn 宿被主護韓合長別計
前主睦長

8～4:mm 2 2 5 5 2 16 
4～5 2 7 18 27 rn 9 4 3 2 91 ， 

5～6 3 17 23 37 20 12 4: 2 1 119 
6～7 1 7 11 15 8 3 正 1 1 48 
7～8 4 壬 δ 4: 4: 1 1 1 2壬
8～9 生 6 2 1 1 14 

一 一 一 一 一被各襲挫合計節 6 41 6壬 89 68 31 11 6 4 2 312 
一 一 一被各睡嘉節平均数 1.0 6.9 10.7 14.8 0.7 5.2 1. !) 1. 0 0.7 0.3 62 

即ち被嚢の大部分は第III～第 VII鰭節に寄生し，第V腫節に於て最も多く，第 IV鰻節之
に次ぎ，以下 VI,III, VIIのJI頂序である。第I鰹節及び第X鰭節に全然寄生を見ないのは，
前者にあっては該鰻節が比較的小さい上に，複雑な附属肢に妨けられて寄生しにくいためで，又
後者にあっては此の部は丁度屈曲部に営るためとれ亦寄生し難いものと思はれる。

2・ 被麓幼畠

被嚢幼識は宿主の殻皮下筋肉組織内にゆるく結着してゐるので，宿主昆識を 2枚のスライ F
に扶み，軽く墜潰すれば被嚢は容易に離脱する。

被嚢は穿L白色宇透明で、’外形短楕固形を呈し，短径 0.28～0.34mm，長径 0.37～0.42mm
，を測定する0 ~p払短佳封長径の比は 1:1. 2であるが蓋硝子の下で徴墜を加ふるときは，短

軸の方向に柏、々増大するも，長軸の方向へは之と比例せぬため，可なり丸味を帯びた楕図形と
なる。

議躍はその健軸を概ね短軸の方向に一致せしめて嚢内に充満し，活躍~l'C運動し，或は背側に
全曲し，或は鰭を此の方向に緊縮しτゐる。
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嚢壁は明瞭に 2唐上り成り，外麿は比較的厚く 0.018mmを算し，放射扶に排列する織椎欣

梼迭をなす。内唐は外居によ七し著しく滞く， 0.007mmあり，輪欣の繊維欣構造を具へてゐる。

内外雨麿の厚さのよ七は 1:2.6である。嚢壁は肥厚せるに拘らや極めて崩壊し易く，被嚢はとれ

を生理的食盤水中に取り出し， 40°0の解卵器内に保つときは，早ければ数分で股麓するo 賞

験の結果， 15分以内に 7%,25分以内に 10%, 40分以内に 17%, 1時間以内に 25%が

股嚢し，かく τ2時間後には 29%,3時間後には 42%,5時間後には 46%が股嚢した。

悶

3. 脱麓幼議

嚢は常に短軸の方向より行

怒れる。先づ此の方向に外唐が

外方に膨出し，ととに小孔を生

宇る。議はととより容易に前綾

部を突出するが後臆部は嚢内に

残り，瓢欣を呈するに至る。此

の飲態でしばらくはけしくもが

き続け，やがて股嚢を完了す

る。

股嚢幼轟は極めて扇子舌欣で、僅かに肉紅白色を帯び，著しく透明で・ある。生理的食騒水中l亡保・

4っときは，識は腹吸盤を以て器底に固着し，憶の漫縁を持ち上けて中凹とし， ）司法部を波欣に

運動せしめる。特に前臆部は之を盛んに動かし，前上方に仲し更によを背後方l亡巻曲し，何物

かを採し求めるやうな動係をするが，他の吸識に見るやうに口腹雨吸盤を併用して鰹を移動ミ

せるやうなととは殆どない。載物硝子上に取り，蓋舶、子を以て僅かに盤力を加ふるときは略々

倒卵形を呈b，能長 O.65 mm，長庚幅員 0.47mmを測る。

口吸盤は憾の前端下面にあって時々球形を呈し3 筏 0.07mmあり，前咽頭は短く 0.02mm
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第 3 問

4・動物試験

とρ被嚢幼挽をラツテ，マウス，家鴨， 1］、猫及び螺隠に試験するに，前三者l亡於ては陰性に

終ったが， 1］、猫及び院臆！乙於て陽性の結果を得たo 即ち 1944年 6月 13日に，生後約2ヶ月

の1J、猫1頭l亡被嚢約30仰を給奥し， 6月 16日即ち 4日目に之を剖検するに小腸始部ょの充分裂

育成熟した怠慢 1隻を得た。次いで6月 19日に，同齢の小猫1頭に被襲約50伯を奥へ，同月 24
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日剖検し，小腸の前 1/3部より成熟虫 1隻を得？とo 越えて 10月 11日小猫 2頭に夫々被嚢

498個及び378個を療取せしめ， 10月 19日即ち 9日目に剖検するに何れも陰性であった。

即ち小猫は本来の終宿主ではなく，本最は極めて速かに排逐されるととが知られる•O m 

次に同年 10月 18日， 5頭のユピナガカウモリ Miniopterussch1・eibersi.,JO-poniae TH 

の各々に被嚢 601問宛を経口的に胃中に挿入し？と。内 1頭（工〉は装作後間もなく死亡した0 1 

時間後に剖検するに被葬創価及び股嚢後死亡したもの 1隻を認めたo第 IIは約6時間後に

剖検し，脆嚢幼最9隻を得？とo 第 IIIの宿主は 18時間後に死亡してゐるのを接見，剖検の結

果幼吸掻5隻を得たo第 IVは 22時間後検して 11獲を得，第 Vは 40時間後宿主碩亡，

検査の結果幼吸最1隻を見出した。

5. 成轟

成熟轟はその槌制に於て脆襲幼晶と略々相等しく，ただ生殖器官の後育程度に於て著しく

異なるo 主要部を皐ぐれば弐の如くであるo 憶は倒卵形で前端僅かに尖ちてゐる。座片標本に

於て樟長 0.9lmm，樟幅 0・49mmあり。 口吸盤 0・07×0.08mm，前咽頭 0.03mm，咽頭

0.07×0.08mm，食道 0.07mm，腸管 ・0.29×0.02mm，腹吸盤 0.08×0.08mm，右畢丸 0.16

第 4 悶

×0.14.mm，左畢丸 o.15×O. llmmを測る。職精小管は雨畢丸の内前方よわ愛し，殆E直線

的に内前方に進み，卵巣の腹側に於て相合して験精管となる。輸精管は比較的短く，陰玄哀の

基部，後端を去る少許の賠l亡於て貯精嚢に開注するo 陰茎嚢は基部膨大で腸分l技貼の直後に水
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平に積は匂，長さ 0.15mm幅 0.06mmあり，擁護腺部は之と殆E直角に後方に曲り， 0.12mm

の長さを算する0 • 

卵巣は不規則な楕国憾で，大さ 0.17×o.. 08mmを測る。輸卵管は卵巣の後紘より奮して後

方に向ひ，受精嚢を受け，ラウレル氏管を波生した後，左後方に向ひ，卯形成陛となり， Eたい

で子宮に連る。 受精嚢は桁図形で 0.02×O.Olmm あり，ラウレル氏管は比較的太く，長さ

0.10 mh1に及ぶ。子宮迂曲の大部分は健の後方 1/3を占め，卵は僅かに貨褐色を帯び 0.018

～0.022×0.011～0.012mmを算する。卵黄腺のキ献主配置は共に幼若品と同様で，卵黄聡？？は

卵黄！践の遊離端を去る僅か前方に裂し，内方に向ひ，腹吸盤の背後方に於て左宕相合し，共通

の験管となり，子宮の始部，卵形成腔の直前に開く。

排t世襲は幼若議の場合よりも著しく緊縮して居るが，命頗る大きく膨大な嚢鰭である。排、准

系は被嚢幼盆時代と同じく 2[(2+2>+(2+2）］である。

s.考察

本越は内部諸器官の締法，大さ，配置等よりして llI<ritremα属k入るべきととは極めて明

瞭である。而して雨吸盤の比率，消化管の長さ，卵巣の構造，卵の大さ等の詩型占に於て既知 14

設中，他の何れよりも JI-I,け・itrem,aa1tenげb HADLEY and 0.ASTLE, 1940に限似するとと後章

第ム 5表l亡示した通りである。該種との主要な相違黙は，彼にあっては僅かに憾の長精図な

るとと，及び咽頭の小さいととで之等の黙は積の相逮と見倣すに足らないとと勿論である。然

るに今雨者の愛育史を比較検討するに M. げ C1t1'1・tα の中間宿主はフジツボの 1種 Btlanus

balα110idesであり，その被嚢幼掻は球形でその譲位は無構造，且， 1居である。即ち本極との

区別は極めて明瞭で、あり，従って本極は 1新極と見倣さるべきものである。筆者は之氏到しさ

きに l1Ia1rit1remαmηer切 stibulumなる種名を附興して泣いた。

本群吸識のセルカリアは Ubiquitatype i亡属する Xiphidiocercarin，であると信ぜられる。

筆者は浦安海岸産の各具類ヘナグリ 1'yrnpanotonusmacroptcr t (KIENER），及びカハザンショ

ウガヒ Assimineajαponica (VON MART.）より数種の Ubiquitouscerca1・ia，を得てゐる。之

等をヒメハマトピムシに試験したが，未だそのを芝育を詮明するに至らす；， t~Ji皇試中である。他

方向地産諸種甲殻類を既く検索したが，前記宿主以外には本種被嚢幼識を見出してゐない。

本程の終結宿主は恐らく磯応類であらうと思はれる。浦安海岸には春欧の雨季l亡多数の候烏

類が訪れ，他の季節にも常i乙諸積の鳥類の群居するのを見かけるが，未だそれ等を検索する。

機合IC.，車、まれてゐない。

II 

Mi仰、it?・emα（Miα7・itremα）eroliae YA~fAGUTI, 1939の竣育史

1 ・ 中間宿主及寄生率

本極の中間宿主は同じく illl安産のコメツキガ＝ Scopimer’ globosαDE HAAN 及びメガネヌf
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係を見るに検索せるコメツキガユ 第 5 間

は，甲殻長 3～14mmのものであって， うち 5～12mmのものが大部分であった。即ち検索

総数 528頭中 511頭は此の範閣のもので，全検索数の 98.5ガを占めてゐ？とo 而して寄生率

は中等大のものに高く，此の中心を離れるに従って溺失減少する。即ち館長 9～llmmの宿主

に於ける寄生率は時々 33%で最も多く，ヨたに鰭長7～8mm，及び 12～13mmの宿主に於け

る 15%内外である。更に此の前後に於て寄生率は漸減する。

ヨえに季節的消長については目下精奈中であるが，大韓の傾向として 2～3月中に於ける 1例

を見ると検索総数 193 頭中 49 頭に寄生を見，寄生率は 25.4% で・あった。之に~f し 5 月末の

成績では，検索敷335頭中 60頭が陽性で，寄生率は 17.9% となわ，前者に比し明かに減少

．を示してゐる。

メガネガエにヲいては今日まで確貨に検索した 1~0 頭中， 21 頭に之を見， 19.1% の寄生率

を示してゐた。 1病主に見られる被嚢数は 1～2個で， 3個， 4佃及び7個を宿すもの各々 1

例を見fl_l乙過ぎない。即ち， 1宿主1個を宿 すもの 13頭で 61.9タム 2個寄生のもの 5頭で

23.8%, 3個， 41同，及び7個を宿すもの各 1頭で夫々 4.8%に営るO かく τ得？とる被嚢幼

識は線、童文 37伺， 1宿主平均 1.76 f同でコメツキガエの場合と大緯同様で、ある。とれを季節的

に見るに未だ調査不十分であるが3 前年 11月に於ける 1例では検査線、数41頭中の 11頭に陽

性で，寄生奪三は 26.8%で、bったが， 3月の調査結果は 69頭中i湯性者9，即ち 13ガの寄生率

で，とれまた著しい減少を示して居る。

2・ 脱嚢・幼議

被嚢幼轟は長格闘形で幾分依朕を呈し，長径 0.31～0.36mm短筏 0.21～0.24mmを測る。
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即ち短径封長径の比は Hl.5である。護慨

は比較的厚く 0.010～O.Ollmmを測るも，

1唐で無純建立著しく透明で・ある。被喪は僅

かに乱白色を帯びてゐるが，限る透明で・内部

材お金を明瞭に認めるととがm来る。被援幼掻

はとれを o.6%¥v食腹水rftl亡浸し， 40°0の

鯨卵器中に入れて泣くと， ljl.いものでは 30

分以内に股嚢し，大部分が1時間前後で被繋

を股／Hする。しかし中には 30時間以上観察

し続けるも股嚢するととなく， しかも立i震に

生存し褒育を続けるものもある。

股嚢は通常短軸の方向に行はれる。普通，

中央部側面にノj、孔を生じそとから股出するの

であるが，関’の前牛は容易に突出するも，後

牛は之l亡伴はす＝，瓢形となってはけしくもが

いてゐるのを暫々円躍するが，また此の欣態

で死亡してゐるととも稀ではない。しかし，

宿主徳内では股震は案外容易に行はれるもの

と思はれる。

3. 被襲幼轟

第 6 悶
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股褒幼盆は背腹に極めて屑平な舌-Hf,：で，先端は鈍く尖り，後端は切断欣又は僅かに丸味を帯

びてゐるに過ぎない。とれを生理的食堕水中に保っときは，腹吸盤を以て器底に吸着し，憶の

周遊部を持ち上抄て全館図形を差し，結えや勤格して停止する所を知らない。前鐙部は之を仲

張し，口吸盤を以て何物かを探し求むる如く，前上方よ句暫々背後方i亡巻曲する。後関部は之

と反射の運動をなし，互に相接する度に口吸盤を以て憾の後端に吸着する。しかし雨吸盤を用

ひて尺取議紋に移動するやうなととは見られない。

脆護幼識はとれを裁物硝子上に採り，査嫡子を以て主主ふときは，変局、子・の吸着力によって極め

て滞く摩片され，倒卵形又は長楕図形を呈し，鰐長 0.84mm，館幅 0.40mmを測る。口吸

盤は憾の前端下面にあって球形若しくは僅かに横にイ中ぴた桁回！形を呈し， 0.07×0. 08mrn を

測定する。前咽頭は著しく長く， O.lOmmを測るc咽頭は少さく，球形若しくは僅かに縦i乙伸

び、たお悶憶で， 0.04×0.04を算する。食道は細長く， 0.llmmあり，時々前咽頭と等長であ

る。 腸管は細長く， 0.25～0.30mmを測る。腹吸盤は慢の中央よわも粉々後方に位し，球形

若しくは花園形で 0.08×0.06mmを測定するo

雨畢丸は著しく槌の後方にあって，慢側近く釣格的に位置し，球形又は楕図形を長ずる。そ
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の測値，右畢丸は o.12×O.llmm，左

畢丸は o.11×O. lOmm程である。

陰玄褒は著大で，時々障の中央に横臥

し，基部は鰭の右牛に在って後方に替

曲し，擁護腺部は正中線の左後方に鈎

般に曲札腹吸盤の左側に近く関口ず

る。

卵巣は腹吸盤の後方，町長々正中線上

に在わ，不等な 3部に直分されるも，墜

片標本では卵巣は横径路々 0.08mm,

縦径 0.05～0.04mmの不規則な楕岡

龍に廓されてゐる。子宮は未だき美育低

度で，後髄部をゆるく迂曲する細管に

過ぎないが，陸は極めて膨大で腹吸盤

の左側位に在り，長さ O.lOmm，幅

0.05mmを測る。 卯責腺は小胞相遮

って紐吠をなし，穂側l亡沿ふて後鰻部

を牛間j伏l亡閣総し，関長の第3及び第

4分慌の境界附近よれ内方t乙斡じ，遊

離端iて終ってゐる。

排世襲は V字形で，肢都の長さ時々

-r §I O山 m であるが9不釘部の長さは時

内！ に肢部の牛に建し， Y字形への移行を。EN 

示してゐる。 排抗Ir管系は 2[(2+2)+

(2+2）］式である。

以上の韓制及び測f直より見て，本種

が表題の種なととは略々確貨である。

4. 護育費験

本被嚢幼患のを愛育をi阜求すぺく，マウスに試験する一方，被嚢を別に生理的食盤・水に保ち，

40°0の勝卯器中に飼育したが，その双方より性的成熟識を得るととが出来た。即ち 2頭のマ

ウスに被嚢それぞれ8伺宛を輿へ， 12時間後剖検するに 1は陰性に終ったが，他の 1頭より

は卵子 141岡を有する本掻を得た。更に追試すべく企園したが，材料及び試験動物ともに不足

のため賞験不能に柊った。しかし聯卵器中のものは 40時間以上生存し，充分な性的成熟識

に建するととを確め得た。！！Pち卵f.g~器中の幼轟は 7～8 時間後には早くも卵子の形成を初め，
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10時間後には子宮内に卵子 5～6

個を認め， 11時間後には卵子 7

～12個を敷へ，14時間後には.20 

～22個に建した。かくて 30時間

後には 40～50伺，40時間後には60

個以上の卵を保有するに至った。

即ち勝卵器内の愛育も，試験動物

髄内に於けると略々同様であるo

かく寄生品を宿主韓外に於て飼

育坐長せしめ得たととは，極めて

稀な例であるが，更に被嚢幼晶の

或ものは勝卯器内に於τも長時間

股嚢するととなく生存するが，之

等の幼吸最も亦，略々同時間内に

同様卵子を形成するととを知っ

た。即ち或1例では， 11時間後に

7伺の卵を持。てゐた。又 24時

間後死亡した 1伺障が， 141問の卵

を保持してゐたととを確めた。更

に 30時間後生存中の 1被嚢を検

して熟卵 41個を包蔵してゐると

とを確認した。とれ等の事震は被

嚢幼議が既に受精嚢内に精子を充

満してゐる事賓と共に，との種の

吸最類が自家交接を行ふものであ

ととを詮明するもので注目に値す

る。

5. 成島

第 g 悶 ． 成熟議が股嚢幼掻と著しく異な

るととろは，雌性生殖器の褒育，特に卵子の形成にある。卵子は初生卵では一般に小さく， 14.・

5～15. 7 μ×8.4～9.7 μ であるが，充分成熟するときは 16.9～21.7 μ×9.7～12.1μ とな匂山

口博士の原記載と一致し，本識が M.eroliαe YAM.AGUTI, 1939であるととは明かである。

III 

JJicαritremα （－~f" GJtifreminoides）’wrαyαsensis n. sp. 

"' 
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0.1 mm 

1・ 中間宿主

中間宿主はオサガニ

111(},(Jrophthα’mus clilα－ 

tαtua DE HAANであ

って寄生率は比較的苦i

-l く， 1946年5月の調

査によれば検索線、数

100頭中 62頭，即ち

62% trc寄生を見た。 1 

宿主に宿る被嚢教は故

少 1個から最多 39ま

でであったが，概して

少数を宿すものが多

く， 11同寄生のもの 21

頭で金陽性者の 33.9%を占め， 21同寄生のもの 8頭で 12.9%l乙営り， 3｛同を宿すもの 5頭

で 8.2タム生｛問寄生のも.V'"_)4頭で 6.. 5%, 6伺寄生のもの只 1頭で 1.6ガと漸減してゐるが，

併し 7個を宿すもの3頭， 8f国寄生のもの 4頭と再び上昇の傾向を示すも， 91同を．宿すもの

は 2個と減じ，以下181同を宿す2例の他 10, 12, 15, 16, 19, 21, 39 1同を宿すもの何れも

1例づつであわ， 1宿主平均5.3 f同を病すととになる。宿主の大さと寄生率との間には顕著な

相関々係は見られないとと第8表の示す通わ‘である。

寄生率の季節的消長については充分なる調査の機舎を得てゐないが，時季により著しき相違

があるようで，例へば 1946年 11月5日に採集のオサガェ 10数個躍を検索の結果は全部陽

性で寄生強度も著しく高く， 1宿主より 111伺の被嚢を得た例さへあった。同地産セルカリア

の季節的消長の一般的傾向より見τ，恐らく本被嚢幼轟の寄生率は 10,11月頃長高i亡達する

ものと思はれる＠

2・ 被嚢幼轟

被嚢幼患は宿主の肝臓内に肝小葉にゆるく結着してゐるので，肝臓を取り出してスライドグ

ラスの上に載せ，蓋舶、子を置いて之に徴墜をカ日ふるときは容易に離股する。

被嚢は$L白色牛透明で長楕図形を差し，軍縮子の吸着力で僅かに屡片された欣態に於て長径

0.54～0.69mm.短符 0.36～0.39mmを測るo 即ち短径封長径の比は l:t.6である。

議憶は短軸の方向に位置し，韓を緊縮しp 又は背腹の方向に巻曲して麓内に充満する。

嚢壁は薄く全部の厚さ略々均等で、 0.035～0.030 mm，平均 0.037mmを算する。股嚢幼掻

はそのままでは卵貰腺7‘排世襲以外は比較的不明瞭で、あるが．之に生態染色を施し且僅かに塵

片するときは内部諸器官の格治を明瞭にうかがうことが出来る。主要部の浪IJ定を示せば次の遇

t” 
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第3表オサガ＝に於ける宿主の大さと寄生率

甲殻長『 検索敷 I~·11:* I 検 出 被 嚢 数 ｜平均l寄生率

35～36 3 1 l, 1 33,33% 

8生～35 10 壬 39, 21, 15，ι 19.7 40,00 

33～34 14 8 18, 16, 9, 5, 3, 3, 1, 1, 7 57,1壬

32～33 16 12 7, 7, 3, 2, 2, 2, 1, 1, 1, 1, 1, I, 2.42 75,00 

31～32 ・20 11 9, 8, 7, 5, 5, 4，生， 2,1, 1, 1, 壬.27 55,00 

30～31 9 7 12, 10, 6, 2, 2, 1, 1, 4.86 78,78 

29～30 5 5 19, 4, 2, 1, 1, 5.壬 100,00 

28～29 3. 1 1, 1 33,33 

27～28 壬 3 8, 2, 1, 3.7 75,00 

26～27 壬 3 8, 1, 1, 
， 

3.3 75,00 

25～26 3 2 18, 8, 13. 66,67 

24～25 2 2 7, 3, 5. 10、0,00 、

23～2壬 。 。
22～23 3 2 3, J, 2 66,67 

－ー21～22 1 1 1, 1 100,00 

20～21 1 。
19～20 2 。

. 
62 391 5.a I 62, oo. 

のであるO そ単位 mm)

関長 1.24，鰭幅 0.79，口吸盤 0.07×0.08，腹吸盤 0.08×0.08，＇前咽頭 0.04，咽頭 0.05×

0.04，食道 0.19，腸管 0.42，左畢丸 0.17×o. 14，右畢丸 o.14×o. 12，陰葬嚢 0.63×0.13,

腔 o.19 × 0.06，卵巣~n葉 0.07 × 0.05，第II 葉 0.08 × 0.06，第II工業 0.08 × 0.11，第IV

葉 0.07×0.110 

教育賀駿

本識の護育在追求すぺく，マウス 1頭に 101仰の木被嚢幼E誌を投奥し， 40時間後剖検するに

成熟卵多数を包蔵せる母品1隻を得た。

倫被襲を・恒温水槽内に保ってその議育を見るに大部分股嚢し，且つ 14時間後にその子宮内

l亡段l乙卵子多数を含む｛間賠を得てゐるが，中には股襲するととなく， しかも略、々同時間内に子
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に卵子を形成するを認めた

が更に室温に於ても同様卵

子を形成するを確認したの

は注目に値する新事賓と云

iまねばならない。

4. 成轟

成熟轟は幼吸誌に比し著

しく雌性生殖器のき受注せる

鮪に於て異る。子宮包蔵卵

は 0・017～0.018×0.010～

0.012mmを測定する。

分類上の位置については

ーov 後章に於て論述する。

IV 

E
E
凶．

0

考察並に論議

1.〕吸虫類の系統分類の確

立を期する上に，その愛育

史の決定が重要な意義を有

するととは改めて強調する

迄もないが，筆者は本報文

に於ても之を裏書きすべき

好個の 1例を見出すととが出来た。即ち Mαrifremα側 αc'ravestibulumの研究に於て若しその

後育史を度外視し車lて成轟の形態測定のみについて比較検討するなれば、，該種は既知種中，

他の何れよりも Mαrit1・emacrer仰向 HADLEYand’CASTLE, 1940に酷似するととを知る。

即ち先づその形態に於て雨者共卵巣は草ー金縁な楕国鰹であり，陸部は皐純な細管に過きfない。

叉その測定を見るに次表の如く咽頭以外他の主要部特に卯の測値に於て相一致し，雨者の医別

は困難である。

然るに一度びその後育史に着目し，議育各期の形態生態を考慮に入るるなれば雨者の直別は

極めて明瞭で、あるo

若し第一中間宿主を究明するととが出来れば，雨者の区別は更に判然たるものがあると思は

れる。

2.）本研究に於て，既迷の如く幼吸轟を宿主韓外に於て或程度まで飼育委育せしめるととが出

来た。寄生嬬轟の培養が全く不可能で・ある今日，之等嬬患を宿主鰭外に於て少しでも長く生存
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せしめ，その問の護育を追

求するととは興味深い問題

であるが，今回の研究に於

て次の事賓を立詮するとと

が出来た。即ち吸轟類が自

家交接をなすや相互交接を

行ふゃに0いては従来種々

論議の的であった。即ち雌

雄同躍なる之等の識は蛍然

自家交接をなし得べきも従

来一般には相互交接をなす

ものと信ぜられてゐた。例

へば吉田貞雄博士も，氏の

M的

の研究に於て3たの如く主Eべ

て居られる。即ち

「本轟の受精が相互．交接

によるか自家交接によるか

は未だ人工溶液中飼育の｛問

ー胞に就ては賓見せ宇，今後

・の研究に待つべしとす。然

し試験動物健にて本母識が

暫々交接し C雨惑の腹商を

合せ）つつあるものを得る

賦より想像するに，恐らく

本議は相互交接を行ふもの

なるべし。之は母最の生殖

口部に特に筋肉の畿建する

部分あり， Wardは之を交

接器とさへ唱へしととを思

ひ合するときは本識の受精

は相互交接によるものの如

し。然し命自家交接も行は

れ得るやも計り難し，之が

決定には本重量の人工飼育に

よるを最も便利なりとす」

と。

• 

第四悶
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然るに筆者の今阿の研究により，少〈も本群吸誌にあっては箪猫に置いた個槌に於ても又被

嚢内l亡於ても，短時間内に立汲に成熟卵を生やるのみなら宇，その受裏精内に精子を充満する

の事責は，之等吸過が自家交接を替むととを詮明するものであって，注目托値すると思ふ。

、第壬表 .Zif.αrenαT加と M.macrαυestibulumの測値比較（単位 mm)

頭｜食道

左皐丸｜右皐丸｜卵 測定者

0.239 0.087×o. 11~ I o. os1×o. 112 I o. o6s×0.1必 I0.010×0. 020 I Hadley and Castle 
I I I 0.018～0.022 

0.29×o. 017 I 0.15×O. li I 0.16×0.14 I 0.17×o. os lxo. ou～0. 0121 尾形

此の場合の飼育用人工溶液は何よりも生理的食盤水が最も良く，しかもその食堕水は Caを

多くする程最の生存力を増し， Caを通常の約傍量用ふるときに設も活援に，長時間今存せし

めるととが出来るととを附言して置く。 ． 

第・5表 !YI. arenαriα と M.macravestibiilumとの査を育上白相違

種 名 ．中間宿主 被嚢幼虫 渇育相Lと・ 壁

M. arenaria 益 脚 目 球 形 車唐無構詮

l¥I. macravestibu】um す高 日開 日 持 闘 形 外内層層 放輪射！！た欣構帯．造建
-

3.) ]j~α＇ti'tre明α 属政議の主要なる標絞は，左右の卵黄腺が憶の後方l亡於て相接燭し3 互に連綾

する一本り紐欣をなして後鰻部を国母する貼にある。而して本文記載の第III種に在つては左

右卵黄線は後方相連絞せす＝，明かに左右分離してゐる。依って此の範時には入らないものである

が， 1939年 J.s. RANKINは本群既知種中よりかかる特徴ある程をお5び出し，之等を Mαritrremα

属より医別して之に llfari!remi•; oidesなる名稽を輿へて以て 1新届を創設すぺきを提唱した。

故に RANKlNの分類に従ふなれば筆者の第 III程は正しく彼の llia作treminoidesI乙入るべき

ものJであるが然れEも筆者は以下列拳すTる如き理!11により此の 11fc,1・itrerrdnoidesなる新届の創

設に疑議を抱くものである0 ~pち今本文記載の 8種 JJI. mαm・wvestibul旬m(I), j-f.げ ol臼e(II), 

llf.仰 αyαsensお（III）を比較するに本群吸掻を代去するとれ等3種相互聞の関係は

(i) 卵黄腺は I,II l亡在つては後酷部を環欣に取巻くにおし， IIIでは鰻の後端部に於て左

右途切れてゐる。

(ii) 卵巣の形態， Iにあっては単一会縁であるが， II,IIIでは明かに分葉般をなす。

(iii) 陸部（lVIetr批erm）は Iでは単なる細管紙なるち，耳， IIIでは著しく膨大して襲欣を
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呈してゐる。

(iv) 中間宿主は Iではヒメハマトピムシ（端脚目〉であるに鈎しII,IIIでは共に蟹類（十脚目）

である。

(v) 被嚢壁の宇佐士宮Iは2居よりなる特殊の嚢壁を有するも， II,IIIでは共に卒透明無構治の

皐暦より成る。

(vi) 命生態的に見て， Iの被襲幼掻は宿主韓外に於てき芝育成長せしむるととは困難で・あるが，

II, III，では極めて容易に後育し成熟品に建する。

第 6表本文記載3種の主要区別鮎

~I~ 黄 ng 1313 集 1窒 部 中間宿主

:M:. macravestibulum 左右連鎖する 単 一，会総 車問 A・同.，，，.’－ 月犬 甲殻類端脚日

M. eroliae 同 分 事／.＇、·~ Z犬 膨大，嚢駄 同十脚目
守

M. ura yasensii:: 左右分離す 同 」ご l司 J:: i司 」二

被 装 壁 ！宿主勝タト設育 奇各 fバ 主 排 世 系

2 筒 困 難 磁 l・ミ・九2 2[(2十2)+ (2+2) J 

1 賠 極めて容易 不明なるも恐ら〈磯鳥と思はれる 同 」二 , 
同 1二 rn1 J:: 伊］ 同 J:: 

以上の関係を表示すれば前表の遇。で， RPち前2者と第IIIの種とは卵黄腺の形態l亡於ては

明か［訪日遣するも，その他の諸賄に於ては， II,IIIの雨者に於てむしろ多くの共通則を見， I

とは却って相違するととが分る。即ちtf}IIIを以てt{:d第 IIと匡分すべき論擦は極めて薄

弱であって，換言すれば、 RANKINの属 M ritremi11oi・desの猫立性は甚だ疑問である。即ち筆

者は雨者を区分せす＝之を蹟義の JI[.rif1rernα属t乙牧めるのが安営であると考へるo

然し一方所謂 MLtritremiaides （［）既知種中には魚類を終宿主とするものがあるが，之等は系

統上 Prhnitiveなものである。他方狭義の Mc:ritr側 α属中には淡水産甲殻類を中間宿主とす

るものが知られてゐる （M.kαtsur.deli AsADA, 1939）。之は明かに系統の進んだものと考へら

れる。之等の見地よ~）すれば、矢張。前記雨群の間には或程度系統的相遣が考へられる。然、し比

の匿別は決して属を分。程のもので、はない。即ち筆者は左右卵黄腺が相連綾ずるものも，分離

するものも共に之を贋義の M叩 itremα 属に牧め，之を 2亜属に分ち RANJUN の所謂別屡

JJ![. ')'l・t1吻 ni1.o'idesを照義の 1Jfa1・it仰川ω屈の 1西島とし他を別亜属 Mαritremα として封立せ

てむべきであると考へてゐる。

持国説明

第 1 園 MαritremαCM<αrit1・emα）macr 1vestibill'Um OGATA, 1946の被嚢幼議

第 2圃向上股嚢幼品



8佐 尾 形 藤 治

第 3 園向上成差益

第 4 国向上生殖器官主要部

第 5 国 Mげit1・emα（Jl;lari,片側a)eroliae YAMAGUTI, 1939の被嚢幼品

第 6国向上院襲幼轟 ’ 

第 7 園向上成熟轟

第 8国向上生殖器官主要部

第 9 国 Mαriiremα（JJ.forit1・erninoides）仰 ..i.yαsensisn. sp.の被袈幼品

第 10国向上

第 11園同上成熟掻

第四国向上生殖器官主要部

第四国向上排、地管系‘

A 腹吸盤， OP陰輩襲， EXC排況lt管， EXP排地・口， EXV 耕~I！！：禁， FC熔細胞， GA生

殖賓， I腸管， IW被嚢内壁， L ラウレル氏管， M 腔， MG卵殻腺， OD輸卵管， OE食

道， 0卵形成膝， OS口吸盤， ov卵巣， ow被嚢外野， PHH目頭.PPH前日因頭， RS受精・

巌， T畢丸， U子宮， V卵黄腺， VD輸精管， vs貯精裳，＂＼＼＂＇＂被護壁。
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